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 令和３年度の群馬県図書館協会の活動を御報告いたします。  
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  （２）  図書館（室）職員実務研修・・・・・・・・・ P4  

 

 （３）  図書館（室）職員専門研修・・・・・・・・・ P5  

             

  ４  各加盟団体活動報告  

 

  （１）  群馬県公共図書館協議会・・・・・・・・・・ P6～ 7  
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第１回代議員会報告 

 

  令和３年７月１日（木）、県立図書館３階研修室において、各団体の代議員出席のもと、群馬県図

書館協会の第１回代議員会が開催された。  

  はじめに、稲葉会長（群馬県立図書館長）の挨拶があり、引き続き議事に入った。  

 

【議題】 

  １ 群馬県図書館協会関係 

  （1）令和２年度群馬県図書館協会事業報告について  

  （2）令和２年度群馬県図書館協会決算について  

  （3）令和２年度群馬県図書館協会会計監査報告について  

  （4）令和３年度群馬県図書館協会事業計画（案）について  

         第１９回群馬県図書館大会の開催について  

  （5）令和３年度群馬県図書館協会予算（案）について  

  

  ２ 群馬県読書推進運動協議会関係 

  （1）令和２年度群馬県読書推進運動協議会事業報告について  

  （2）令和２年度群馬県読書推進運動協議会決算報告について  

  （3）令和２年度会計監査報告について 

  （4）令和３年度群馬県読書推進運動協議会事業計画(案)について 

  （5）令和３年度群馬県読書推進運動協議会予算(案)について 

 

  ３  監事の指名について 

      高崎経済大学図書館   塩川 恵理子 氏 

 

  ４ 連絡事項 

    第１０８回全国図書館大会群馬大会について  

    群馬大会（令和４年度）開催概要案説明、及び和歌山大会（令和２年度）の概要報告  

 

 

 事務局から上記議題が提出され、承認された。  
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第１９回群馬県図書館大会～新時代の図書館～ 報告 

１ 日時及び形式 

令和３年１０月２８日（木）～１１月２６日（金） オンライン開催 

    式 典・表 彰 式：YouTubeライブ配信 10月 28日（木） 10:00～10:40 

    記念講演・分科会：YouTube動画配信  10月 28日（木）～11月 26日（金） 

 

２ 式典・表彰式 

（１）主催者挨拶 群馬県図書館協会長   稲葉 友昭（群馬県立図書館長） 

（２）来賓祝辞  群馬県教育委員会教育長 平田 郁美 

群馬県議会副議長    安孫子 哲 

（３）後援・加盟団体紹介〔略〕 

（４）表彰式 

① 優良図書館群馬県教育委員会表彰  中之条町ツインプラザ図書館 

② 群馬県読み聞かせボランティア顕彰 

読み聞かせの会「どんぐりこ」（桐生市）、よむよむ（館林市） 

渋川西部公民館読みきかせボランティアの会（渋川市） 

藤岡第二小学校読み聞かせボランティア（藤岡市）、平塚 千秋 氏（大泉町） 

③ 第５４回全国優良読書グループ表彰（伝達） 

吉岡町図書館ボランティア「わらべの会」（吉岡町） 

④ 令和３年度全国公共図書館協議会表彰（伝達） 斉藤 寿美子 氏 

 

３ 記念講演 

「知のアーカイブとしての図書館を考える」 根本 彰 氏（東京大学名誉教授） 

 

４ 分科会 

（１）第１分科会（公共図書館）「デジタルシフトする図書館を考える」 

  ① 講  義 「図書館の再定置 群馬県から考える」福島 幸宏 氏（慶應義塾大学准教授） 

  ② 事例発表 「群馬県立図書館デジタルライブラリーの県域化について」 

市村 晃一郎 氏（群馬県立図書館） 

（２）第２分科会（大学図書館）「コロナ禍で変容する図書館の情報提供の在り方」 

  ① 講  義「著作権と学術情報流通の変革」       森 一郎 氏（琉球大学附属図書館事務部長） 

  ② 講  義「情報伝達のための即席動画作成とその周辺知識について」 

川本 真一 氏（群馬工業高等専門学校准教授） 

③ 事例発表「大学図書館の動画制作について」   清水 圭 氏（高崎健康福祉大学図書館分館） 

（３）第３分科会（学校図書館）「ＳＤＧｓと学校図書館」 

  ① 事例発表「小学校図書館におけるＳＤＧｓへの取り組み」 

                           花川 智子 氏（目黒区立五本木小学校） 

  ② 事例発表「80字創作で磨く『正解のない問いへの答え方』」 

                           岡部 秀樹 氏（群馬県立沼田高等学校） 

  ③ 事例発表「『引用』の授業、どうしてますか？」  青木 いず美 氏（甘楽町立福島小学校） 

  ④ 事例発表「群馬県立太田高等学校の明治期蔵書」 関塚 誠 氏（群馬県立太田高等学校） 
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図書館（室）職員初級研修「はじめの一歩」 

  

開催方法：動画配信（群馬県公式 youtube チャンネル tsulunos による限定配信） 

配信期間：令和３年５月２１日(金)～８月３１日(火)  

視聴申込者：６７名 

研修内容： 

研修①「図書館の機能と役割」    講師：沼田市役所企画政策課長 星野盾 氏 

研修②「図書館員の心構え」     講師：沼田市役所企画政策課長 星野盾 氏 

研修③「窓口サービスはじめの一歩」 講師：邑楽町立図書館 係長 若井邦香 氏 

研修④「資料の収集と整理・保存」  講師：沼田市役所企画政策課長 星野盾 氏 

研修⑤「情報サービス入門」     講師：沼田市役所企画政策課長 星野盾 氏 

研修⑥「図書館ネットワーク」    講師：群馬県立図書館 調査相談係長 侭田さやか 氏 

                              地域協力係長 吉田美保 氏 

 

 
 

図書館（室）に異動、採用になった職員（正規・非常勤を問わず）を対象に、図書館の基本について

研修を行った。新型コロナウイルス感染症防止対策のため、動画配信による開催となった。 

基本的な言葉の説明から、少し踏み込んだ理論的な内容、窓口サービスのあり方など、図書館職員と

して働く上で必要とされる基本的なことが学べる研修となった。 

動画の視聴回数については、次のとおりだった。研修①：1570 回、研修②：85 回、研修③：90 回、研

修④：97 回、研修⑤：85 回、研修⑥：86 回。どの動画も視聴申込者数よりも視聴回数が上回った。配

信期間内であれば、いつでも何度でも見返すことができたため、複数回視聴された方がいると思われる。 

  

≪視聴申込者の意見≫  

・図書館のあり方・役割や窓口サービス・接客など改めて見直す点や気づいた点があった。  

・利用者の立場に立った接客、レファレンス等に努め、今後の業務にいかしていきたい。  

・専門的な知識が全く無い人でもとても分かりやすく面白い研修だった。  

・講義全般において、実例を示していただいたので、具体的で現実味があった。 

・図書館配属になり、分からない事ばかりだったが基本的な研修を受け、少し理解する事ができた。  

・実際の経験を基にした講義で、利用者への対応や職員としての心構えがとても参考になった。  

・レファレンスの対応方法・手段が参考になった。 

・図書館の機能、役割や利用者を知るための接客対応をどのように心がけたらいいのか参考になった。 

・配信スタイルの講義は聞き直しができてありがたかった。  

・コロナ禍でのオンライン受講は良かったと思う。 
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図書館（室）職員実務研修 

  

開催方法：動画配信（群馬県公式 youtube チャンネル tsulunos による限定配信） 

配信期間：令和３年１２月４日(土)～１２月２３日(木)  

視聴申込者：１５２名 

研修内容：研修①「図書館利用に障害のある人々の理解と配慮」 

講師：佐藤 聖一氏（日本図書館協会障害者サービス委員会委員長） 

研修②「公共図書館における問題利用者への対応」 

講師：千
せん

 錫烈
すずれつ

 氏（関東学院大学 社会学部 現代社会学科 教授）   

  

《概要》  

研修①「図書館利用に障害のある人々の理解と配慮」 

講師：佐藤 聖一氏 

（日本図書館協会障害者サービス委員会委員長） 

視聴回数：１８４回 

   障害の種類、等級、日本における障害者の数が少な

い理由などの説明から始まり、障害受容、視覚障害者へ

のガイドの仕方、図書館で障害者に接するためのヒント

など、視覚障害者の当事者であるご自身の経験なども踏

まえながら分かりやすくお話しいただいた。 

≪視聴申込者の意見等≫ 

・障害のある人たちの見方が変わった。今まではどう接したらいいか分からずにいたが、これからは

気軽に声をかけていきたい。 

・視覚障害者の方への接し方が、具体的で大変参考になった。 

・「何がない」ではなく、まず何をできるかという観点で特別扱いせずに接客したいと感じた。 

・動画配信による研修は受講しやすく、今後もこのような形での研修を受けたい。 

  

研修②「公共図書館における問題利用者への対応」 

講師：千
せん

 錫烈
すずれつ

 氏 

（関東学院大学社会学部 現代社会学科 教授） 

視聴回数：２４８回 

公共図書館における３つのリスク（災害、情報セキ

ュリティ、問題行動）、問題利用者の定義と実態、リス

ク分析、COVID-19 へのリスクマネジメント、問題利用

者への対処法など、公共図書館の問題利用者について

研究されている専門家の視点で、豊富なスライドを用いて丁寧に説明していただいた。 

≪視聴申込者の意見等≫ 

・詳細なスキルが具体例を通じて説明されていて参考になった。 

・問題行動者のパターンや対応、対処法が分かりやすくまとまっていたので、活用していきたい。 

・対応の留意点、コミュニケ－ションなど大変参考になった。 

・問題利用者については、線引きが難しいですが、慎重に対応していきたい。 
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大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修 

（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会 共催） 

                             

○令和３年度第２回 

日 時：令和４年３月３日（木）１４時００分～１５時５０分 

場  所：Web会議ツール（Zoom）によるオンライン 

参加者：９４名（大学図書館１６名、公立図書館１名、学校図書館１７名、一般６０名） 

講 演：「「読み書きメディアの認知科学～未来の読書と図書館を考える～」  

講 師：群馬大学情報学部教授 柴田博仁 氏 

 

概要 

 近年、読み書きのためのメディアの主役が、紙からデジタルにシフトしている。紙はデジタルで置き換えられるの

か。デジタルメディアと比較した場合の紙の本質的な価値とは何なのか。認知科学の観点から様々な比較実験を検証

し、導かれた結果は「読書は身体的行為である」ということ。それをふまえて、体験を重視する読書（Reading2.0）

や図書館への期待が提唱された。 

  

 

 

 

 

 

 

 

        （配信会場 群馬大学）           （講師 柴田博仁 氏）  

                             

参加者の意見等  

 読書が身体性を伴う行為だというお話がとても興味深かった。読書をオシャレな趣味にしたい、前橋を読書

のまちにしたいという先生の夢にワクワクした。 

 学生の読書離れ、デジタル資料の導入など現在抱えている課題にヒントをいただいた。今後も図書館へのご

教示をお願いしたい。 

 司書教諭として学校図書館に関わっている。ノートとタイピングによる思考の違いや道具決定論の話が大

変興味深かった。また、Reading2.0 の提案も大変興味深いものだった。読書そのものの行為を進めること

はこれまでもあったが、体験や読み方を普及したり支援したりすることはあまりなかった。SNSなどの普及

により子どもの興味関心も変わってきていると思うので、それらにアンテナを高くしつつ、「読書活動」を

推進していけたらと思う。 

 小学校の教員をしている。今回の講演は、どの部分もとても勉強になった。何となく思っていたことが、デ

ータの側面からはっきりと分かり、学習のあり方、付けるべき力を考えていく、一つの大きな根拠とできそ

う。 

など、参加者のそれぞれの立場から実りある講演だったと感想が寄せられ、大変有意義な研修となった。 
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群馬県公共図書館協議会 活動報告 

 

１、幹事会・理事会の開催 

  昨年に引き続き、書面開催の実施でとなり、以下の協議事項に関する資料により、ご審議・ご確認

をいただき、幹事会は令和３年６月１日に承認、理事会は令和３年６月１６日に承認となった。 

   

【協議事項】 

    （1）令和２年度事業報告（案）について 

    （2）令和２年度決算（案）について 

       令和２年度会計監査報告について  

    （3）令和３年度事業計画（案）について 

     （4）令和３年度予算（案）について 

  （5）令和３年度役員等について 

    （6）監事委嘱の承認について 

 

   【連絡事項】 

（1）第 19 回群馬県図書館大会スケジュール(案)等 

    （2）令和４年度全国図書館大会群馬大会の開催について 

 

 

２、事業報告 

 ①図書館（室）職員初級研修の開催 

  群馬県図書館協会主催事業について、企画・運営を行った。詳細報告は、３ページのとおり。 

 ②新任館長研修の開催 

  新任館長を対象に企画・運営を行った。詳細報告は、７ページのとおり。 

 ③研究部会の開催 

  利用者サービス研究部会並びに資料収集・整理・保存研究部会については、新型コロナウィルス

感染防止のため、中止となった。 

 

   

 

 

 



7 

 

新任図書館長研修（群馬県公共図書館協議会主催事業） 

 

日 時：令和３年７月６日（火）１３：３０～１５：３０ 

場 所：群馬県立図書館 研修室 

参加者：１３名 

 

日 程 

１ 主催者挨拶 群馬県公共図書館協議会長 中澤 晃（渋川市立図書館長） 

２ 講義「図書館長をもう少し楽しむために」内野 安彦 氏（元塩尻市立図書館長） 

 

《概要》 

講義では、まず塩尻市や鹿嶋市に抱くイメージを例に挙げ、一般的に思い浮かぶ地域の魅力・強みだ 

けでなく、地域を知り、掘り起こすことで意外な魅力が発見できること、また常に新しい地域の情報が

生み出されていることを意識すべきと指摘した。社会教育機関として市民に地元の良さを伝え、地域振

興に資する役割を果たすために、図書館にとって地域資料がいかに重要かを説明された。 

 また、出版や地方の書店が衰退しつつある現状において、図書館には読者の立場に立って出版文化の

発展に積極的に関与する社会的責任があり、選書や除籍にあたって、資料の利用の多寡でなく、資料の

価値や域内での希少さを勘案して判断すべきであると指摘し、図書館長として、広く「市民」をサービ

ス対象として意識し、多様な資料を揃えることで市民の好奇心に応えることのできる、資料と市民が出

会う場となる図書館を目指そうと語られた。 

 アンケートでは、「図書館長としての職務の重さを感じながらも、選書や館のマネジメントを通じて『館長

職を楽しみたい』と改めて考える機会となった」、「図書館に来館してもらうための話題づくりについて大変参

考になった」、「郷土資料の収集と活用を意識しつつ、市民に選んでもらえる新しい時代の図書館を目指したい」

などの感想が寄せられ、好評であった。 
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群馬県大学図書館協議会 令和３年度活動報告 

Ⅰ．事 業 

１．「会員名簿 2021」の配付 

会員名簿を改訂し配付した。※加盟館 20機関（17大学、2短大、1高専）会員数 133名。 

 

２．会報「からっかぜ通信」第 46号、47号の発行 

第 46号（9月）、第 47号（3月）を発行し、協議会ＨＰに掲載した。 

 

３．大学図書研究会の開催 

第 1回：令和 3年 10月 28日～11月 26日 

第 19 回群馬県図書館大会第 2 分科会として開催した。「コロナ禍で変容する図書館の情報提供の在り

方」をテーマに、講義「著作権と学術情報流通の変革」（森一郎氏：琉球大学附属図書館事務部長）、「情

報伝達のための即席動画作成とその周辺知識について」（川本真一氏：群馬工業高等専門学校准教授）、事

例発表「大学図書館の動画制作について」（清水圭氏：高崎健康福祉大学図書館分館）の 3本の動画を配信

した。動画視聴回数は 289回となった。 

 第 2回：令和 4年 3月 3日 14時 00分～15時 50分 

「読み書きメディアの認知科学～未来の読書と図書館を考える～」をテーマに、群馬大学情報学部の柴田

博仁教授によるオンライン（Zoom）講演を実施し、94名の参加を得た。 

 

４．第 19回群馬県図書館大会の共催  

 10月 28日～11月 26日までオンライン配信。分科会検討委員として加盟館員 2名が参加した。 

 

５．「相互協力便覧 2021」の配付 

本協議会のホームページに掲載し、必要に応じてダウンロードできるようにした。 

 

Ⅱ．会 議 

１．「会報」編集委員会 令和 3年 8月 17日 15時 00分～16時 10分  

第 46号、第 47号の発行に向けて、オンライン（Zoom）にて記事内容について検討を行った。 

 

２．幹事館会議  

  第 1回 令和 4年 2月 25日～3月 1日 

  メール会議にて、退会機関を承認した。 

 

３．運営委員会 令和 3年 7月 26日 15時 00分～16時 00分  

オンライン（Zoom）にて、令和 3年度の実施事業について検討した。 

 

４．総会 令和 4年 3月 3日 13時 00分～13時 35分  

オンライン（Zoom）にて、令和 3 年度の活動及び決算について報告するとともに、令和 4 年度の事業計

画及び予算案について審議した。 
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群馬県高等学校教育研究会図書館部会

Ⅰ 部会主催事業

１ 会議等

（１）第１回本部役員会 ４月 ９日（金）～ ４月１６日（金）書面審査

（２）新旧合同幹事会 ４月１９日（月）～ ４月３０日（金）書面審査

（３）第１回地区幹事会、第１回司書幹事会 ４月２３日（金） 前橋西高等学校

（４）第１回司書研修委員会 ５月１４日（金） 前橋西高等学校

（５）第２回司書幹事会 ５月２６日（水） オンライン会議

（６）第２回地区幹事会 ７月１９日（月）～ ８月 ５日（木）書面審査

（７）第２回司書研修委員会 ８月 ６日（金） オンライン会議

（８）第３回司書幹事会 ８月２０日（金） オンライン会議

（９）第３回司書研修委員会 １１月２６日（金） 前橋西高等学校

（10）第３回地区幹事会、第４回司書幹事会 １２月 ７日（火） 前橋西高等学校

（11）第２回本部役員会 １２月 ９日（木）～１２月２１日（火）書面審査

２ 大会、研修会等

（１）総会 ５月 ７日(金）～ ５月２１日（金） 書面開催

（２）司書研修会 分科会ごと主にリモートによる研修を実施

（３）冬季研究大会 １月２７日（木）中止（作品の返却および賞状の授受のみを行う）

３ 各種事業

（１）第６７回青少年読書感想文全国コンクール群馬県内審査

作品提出締切日 ９月２１日（火） 参加校 ４８校 ９，４２１編応募

最終審査日 １１月 ２日（火） 前橋西高等学校

最優秀賞 ２編（自由読書の部１編、課題読書の部１編）は中央審査会へ出品

（２）第３３回読書感想画中央コンクール群馬県内審査

作品提出締切日 １月１２日（水） 参加校 １９校 ２７６点応募

最終審査日 １月１４日（金） 前橋西高等学校

優秀賞 ４点（自由読書の部２点、指定読書の部２点）は中央審査会へ出品

学校賞 ４校（県立前橋女子高校 県立前橋東高校 県立渋川青翠高校）

（３）部会誌『紀要』令和３年度・第５７号発行 ３月３１日（木）

（４）群馬県高等学校図書館運営マニュアル第３版発行 ３月３１日（木）

Ⅱ 対外的行事・事業

１ 会議等

（１）群馬県図書館協会相互貸借担当者会議 動画配信

（２）全国学校図書館協議会総会 ６月２３日（水）学校図書館センター

（３）群馬県図書館協会代議員会、全国図書館大会群馬大会準備委員会設立総会、

第１回全国図書館大会群馬大会準備委員会 ７月 １日（木） 県立図書館
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（４）第１９回群馬県図書館大会第１回運営委員会、第１９回群馬県図書館大会第１回分科会検討会

７月２９日（木） 県立図書館

（５）全国学校図書館協議会

各県ＳＬＡ事務局長会議 ２月 ３日（木） オンライン開催

青少年読書感想文全国コンクール表彰式 ２月 ４日（金） オンライン開催

（６）関東地区学校図書館協議会都県代表者会議 ２月１０日（木） オンライン開催

（７）群馬県図書館協会第２回運営委員会 ３月 ４日（金） 書面開催

２ 大会、研修会等

（１）群馬県図書館協会図書館（室）職員等初級研修会 ５月１４日（金）～ ８月３１日（火）

動画配信

（２）第３６回関東地区学校図書館研究大会茨城大会 ８月１８日（水）～ ８月２４日（火）

オンライン開催

（３）全国高等学校ビブリオバトル２０２１群馬県大会 １１月 ６日（土） 県立図書館

（４）群馬県図書館協会学校図書館研修会 １０月２７日（水）～１１月３０日（火）

動画配信

（５）群馬県図書館協会第１９回群馬県図書館大会 １０月２８日（木）～１１月２６日（金）

オンライン開催

（６）群馬県図書館協会図書館（室）職員実務研修会 １２月上旬 動画配信

（７）令和３年度第１回大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修 ３月 ３日（木）

オンライン開催

Ⅲ 各種事業

（１）群馬県図書館協会資料相互貸借



令和３年度 群馬県小中学校教育研究会 学校図書館部会

１ 総会

令和３年５月 書面開催（コロナ禍のため）

２ 研究員会

第１回 令和３年６月 書面開催（コロナ禍のため）

研究主題「能動的・協働的な学びを支える学校図書館」

第２回 令和４年１月７日（金）

研究員から事務局に原稿をPDF形式でメールにて提出

作成した研究実践集録は、研究員にメールにて配信

３ 第３６回 関東地区学校図書館研究大会（茨城大会）

令和３年８月１８日（水）～２４日（火） コロナ禍によりWeb開催

発表者 千代田東小・武藤摩奈美教諭 邑楽中・早川嘉洋教諭

４ 第６７回 青少年読書感想文全国コンクール群馬県審査会

第１回 令和３年１０月１５日（金）

各支部から代表作品を事務局にPDF形式でメールにて提出、集約し審査員に送付

第２回 令和３年１１月 ４日（木）太田市尾島総合支所

※小学校(低・中・高)、中学校の各校種で自由読書・課題読書の各部より各１点、

計８点を県代表作品として、全国学校図書館協議会へ送付

※全国コンクール 小学校高学年の部 課題読書 優秀作品（毎日新聞社賞）受賞

沼田市立升形小学校 ５年 峯川芽依さん

５ 第３３回 読書感想画中央コンクール群馬県審査会

令和３年１月１９日（水） 太田市立城西小学校

※小学校(低・高)、中学校の各校種で自由読書・指定読書の各部より各２点、

計１２点を県代表作品として、中央審査会へ送付

※全国コンクール 小学校高学年の部 指定読書 優良賞受賞

渋川市立橘小学校 ６年 鈴木 菫さん

６ 「群馬県学校図書館６２」発行

令和４年３月発行（群馬県小中学校教育研究会Webページ掲載予定）

７ 学校図書館司書部会の事業について

研修会 令和４年３月１日（火）～３１日（木） You Tube（コロナ禍のため）



令和３年度 読書感想画コンクール群馬県最優秀作品

小学校低学年【自由読書の部】 【指定読書の部】

小学校高学年【自由読書の部】 【指定読書の部】

中学校 【自由読書の部】 【指定読書の部】
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